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指紋スキャンモジュール応用例参考資料

参考資料

指指紋紋ススキキャャンンモモジジュューールル

FFiinnggeerrpprriinntt SSeennssoorr AApppplliiccaattiioonn

指紋をスキャンして表示、マッチングを検出

応応用用回回路路例例

概要

この参考資料では、指紋スキャンモジュールを使って、

スキャンした指紋画像をグラフィック液晶に表示し、

1回目にスキャンした指紋と2回目にスキャンした指紋の

マッチングを検出する、指紋スキャンモジュールの簡単

な応用について説明します。

指紋スキャンモジュール

※実験にあたっては、次の資料を
参照してください。

(1) 指紋センサ(ZFM-20)のデータ
シート

(2) 液晶コントローラボード
(EPSON S5U13781R00C100)の
ユーザマニュアル

(3) 液晶コントローラIC(EPSON
S1D13781)のデータシート

ブロックダイヤグラム

指紋
スキャン
モジュール

AVRマイコン
ATmega168
(mega168汎用
ボード)

液晶コントローラボード
(EPSON
S5U13781R00C100)

TFTグラフィック液晶
(FG040346DSSWBG03)

圧電ブザー
(発振回路内蔵)

部品表 (予告なく変更することがあります)

品名/型番/値 数量

1 指紋スキャンモジュール 1

2 カラーTFT液晶 FG040346DSSWBG03 1

3 液晶コントローラボード S5U13781R00C100 1

4 ATmega168汎用ボード (キット) 1

5 3端子レギュレータ (3.3V) μPC2933など 1

6 1/4W抵抗 2.2kΩ (赤赤赤金) 1

7 1/4W抵抗 3.3kΩ (橙橙赤金) 1

8 積層セラミックコンデンサ 50V 0.1μF (104) 2

9 電解コンデンサ 16V 47μF 2

10 放熱板 (小型のもの) 1

11 クールシート TO-220用 1

12 M3×6mm ねじ 1

13 圧電ブザー (発振回路内蔵タイプ) 1

14 ヘッダピン 1列 3ピン 1

15 ヘッダピン 2列 4ピン 2

16 ヘッダピン 2列 8ピン 2

17 ヘッダピン 2列 50ピン 2

接続用のQIケーブル

種類 数量

1 2x4S-2x4S 長さ10cm 3

2 1S-1S 長さ10cm 7

3 1S-1S (※) 8

4 1S-Z (※) 4

5 2S-Z (※) 1

※長さ指定のないQIケーブルは、実験
しやすい、適当な長さのものを使って
ください。
(長さ30cmくらいが適当です)

※長さ指定のあるQIケーブルは、
液晶コントローラボード上の配線用です。
QIメスピンつきケーブルをQIハウジング
に差し込んで作ります。
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接続のしかた

(1) 液晶コントローラボードの設定

J4(1～4番ピン)
2列4ピン

J4(27～30番ピン)
2列4ピン

J2
2列8ピン

J3
2列8ピン

J1
1列3ピン

J5
2列50ピン

J9
2列50ピン

J3
1-2番、3-4番ピンをジャンパ

J1
1-2番ピンをジャンパ

液晶コントローラボード(S5U13781R00C100)には、ヘッダピンがはんだ付けされていません
ので、下図の場所にヘッダピンをはんだ付けしてください。
ヘッダピンをはんだ付けしたら、基板上のJ3とJ1を、下図のように設定してください。

(2) 基板上のJ5とJ9の間を、QIケーブルで接続します。

電源と同期信号の配線

J5

J9

Vdd DISP VLED+

VLED-

GND

DE

PCLK
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J5

J9

青データ線(B0～B7)の配線

Vdd
B0

B0

B2

B4

B6

B1

B3

B5

B7

緑データ線(G0～G7)の配線

G1

G3

G5

G7

G6

G4

G2

G0

J5

J9
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赤データ線(R0～R7)の配線

R7

R5

R3

R1

R0

R2

R4

R6

J5

J9

J5の
ピン番号

J9の
ピン番号

液晶の
信号名

J5の
ピン番号

J9の
ピン番号

液晶の
信号名

5 → 34 DE 23 → 19 G6

6 → 30 PCLK 24 → 20 G7

9 → 21 B0 25 → 5 R0

10 → 22 B1 26 → 6 R1

11 → 23 B2 27 → 7 R2

12 → 24 B3 28 → 8 R3

13 → 25 B4 29 → 9 R4

14 → 26 B5 30 → 10 R5

15 → 27 B6 31 → 11 R6

16 → 28 B7 32 → 12 R7

17 → 13 G0 39 → 31 DISP

18 → 14 G1 40 → 4 Vdd

19 → 15 G2 45 → 2 VLED+

20 → 16 G3 47 → 1 VLED-

21 → 17 G4 49 → 36 GND

22 → 18 G5

液晶コントローラボードの、J5とJ9の間の配線が

終わったら、左の配線リストに従って配線されている

かどうか、もう一度よく確認してください。

※特に、電源関係と同期信号(DE、PCLK)関係
の配線が間違っていると、液晶を壊すことが
ありますので、注意して確認してください。
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(4) ATmega168汎用ボードを組み立てます。キットに入っている3端子レギュレータは5Vの
もの(7805相当品)ですが、3.3Vの3端子レギュレータ(μPC2933など)を使用して組み立て
ます。

+
-

ATMEGA168-20PU
IC3
3端子レギュレータ
(3.3V)
μPC2933など

キットに入っている
水晶発振子と22pFの
コンデンサは使用
しません。

※ キットに入っている5Vの3端子レギュレータは、指紋センサの電源(5V)をつくるのに利用
できます。

(3) 液晶コントローラボードのJ8(フィルムコネクタ)に、TFT液晶パネルを、下図のように取り
付けます。

J8

TFT液晶パネル

1番ピン側に寄せる

重要
液晶コントローラボードのフィルムコネクタ
には、55ピンのものが使われています。
今回使用する液晶は40ピンのものです
ので、フィルムケーブルをフィルムコネクタ
の1番ピン側に寄せて取り付けてください。

フィルムコネクタのふたを上げて、
フィルムケーブルを接点部に載せ、
コネクタのふたを戻します。

3端子レギュレータ
を変更します。

重要

ダイオードブリッジの「+」「-」ピンの
ところから、外部への電源供給の
ために、線を引き出します。

基板上
レギュレータへ

基板上
D1VCC/IN

外部へ
電源を供給

ここから線を引き出します

3端子レギュレータには、
小さい放熱板をつけます。

重要
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+
-

ATMEGA168-20PU

(4) 基板上の配線を済ませた液晶コントローラボードと、ATmega168汎用ボード、指紋センサ
などを、下の図のように配線します。

液晶コントローラボード
(S5U13781R00C100)
※基板上の配線は省略
してあります

IN

GND

OUT

DC9V
～12V

78M05

0
.1

μ
F

0
.1

μ
F

47μF
16V

47μF
16V

3.3kΩ

2.2kΩ

圧電ブザー
(発振回路内蔵)

指紋センサ
モジュール

G
N
D

P
D
2

VCC(3.3V) GND

PB0

PB2(_SS)

PB3
(MOSI)

PB4
(MISO)

PB5
(SCK)

PD0
(RXD)

PD1
(TXD)

VCC(5V)

プログラムを書き込むときの注意

◎ この製作例では、マイコンと液晶コントローラボードとの間の通信にSPIバスを使って
います。SPIバスはAVRライタからの書き込み信号と共用になっていますので、
マイコンにプログラムを書き込むときは、液晶コントローラボードとの間のSPIバスの配線
をはずしてから書き込んでください。

プログラム
書き込み時
はずして
ください

※液晶コントローラボード上のコントローラIC(S1D13781)は5V系の信号に対応して
いませんので、SPIバスの配線をはずさずにAVRライタをつなぐと、ICを壊すことが
あります。
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資料編

1. マイコン(ATmega168)のI/Oポートの割り当て

マイコンの
信号名 接続先

PD7

PD6

PD5

PD4

PD3

PD2 圧電ブザー (発振回路内蔵)

PD1 TXD 指紋スキャンモジュールへの送信データ

PD0 RXD 指紋スキャンモジュールからの受信データ

マイコンの
信号名 接続先

PC5

PC4

PC3

PC2

PC1

PC0

マイコンの
信号名 接続先

PB7

PB6

PB5 SCK 液晶コントローラボード J4 28番ピン (SCK)

PB4 MISO 液晶コントローラボード J4 30番ピン (SO)

PB3 MOSI 液晶コントローラボード J4 29番ピン (SI)

PB2 _SS 液晶コントローラボード J4 27番ピン (SCS#)

PB1

PB0 液晶コントローラボード J2 8番ピン (RESET#)

ポートD ポートC

ポートB
◎表で接続先の欄が空白になっているI/Oポート

は、使用していません。

◎ポートBの液晶コントローラボードへのSPIバスの

配線(PB2～PB5)は、プログラムを書き込むとき、

はずしてからAVRライタを接続して書き込んで

ください。

※液晶コントローラボード上のコントローラIC

(S1D13781)が5V系のロジック信号に対応して

いないため、ICを壊すことがあります。

2. 液晶コントローラボード(S5U13781R00C100)関係

J5の
ピン番号

J9の
ピン番号

液晶の
信号名

J5の
ピン番号

J9の
ピン番号

液晶の
信号名

5 → 34 DE 23 → 19 G6

6 → 30 PCLK 24 → 20 G7

9 → 21 B0 25 → 5 R0

10 → 22 B1 26 → 6 R1

11 → 23 B2 27 → 7 R2

12 → 24 B3 28 → 8 R3

13 → 25 B4 29 → 9 R4

14 → 26 B5 30 → 10 R5

15 → 27 B6 31 → 11 R6

16 → 28 B7 32 → 12 R7

17 → 13 G0 39 → 31 DISP

18 → 14 G1 40 → 4 Vdd

19 → 15 G2 45 → 2 VLED+

20 → 16 G3 47 → 1 VLED-

21 → 17 G4 49 → 36 GND

22 → 18 G5

(1) ボード上の配線リスト (2) ジャンパ設定

ピン番号 設定 機能

1-2 ショート 基板上のSPIフラッシュメモリに、
基板上の3.3V電源を供給

ピン番号 設定 機能

1-2 開放
マイコンとのデータ転送をSPIバス経由で

行う3-4 開放

5-6 開放

7-8 開放 ショートするとコントローラICがリセットされる

ピン番号 設定 機能

1-2 ショート 液晶バックライトに電源 (VLED) を供給

3-4 ショート

液晶バックライトの電流を20mAに設定する5-6 開放

7-8 開放

J1

J2

J3
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